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学習指導案 11-1  

高等学校（理科 生物基礎）学習指導案 

 

 

１ 単元名  

「遺伝子とその働き 遺伝情報の分配」（高校生物基礎 実教出版） 

 

２ 単元について 

(1) 単元観 

この単元では，ＤＮＡの構造が遺伝情報を担い得る特徴を持つことと体細胞分裂の前後で遺伝情報

の同一性が保たれることを理解することがねらいである。そのために，ＤＮＡの構造についてはＤＮＡ

が塩基の相補性に依存して二重らせん構造を持つこと，塩基の配列が遺伝情報となること，細胞周期の

間期にＤＮＡの複製が行われ，分裂期にＤＮＡが等しく分配され，結果としてＤＮＡが質・量ともにど

の細胞でも同じなることを扱う。 

なお，生体内の学習内容については，中学校第２分野「(５)生命の連続性」において，遺伝子の本体

がＤＮＡであること，遺伝子に変化が起きて形質が変化すること，体細胞分裂の過程で染色体が複製す

ることについて，既に学習している。 

 

(2) 生徒観 

本クラスは，事前の調査から，ＤＮＡが遺伝子の本体であるという認識をほとんどの生徒が持って

おり，ＤＮＡの二重らせん構造を図で描くことができる生徒もいる。本単元を通して，体細胞分裂時の

ＤＮＡ量の変化や複製の仕組みというミクロな視点を持たせつつ，体細胞分裂は自分の体内で起こって

いる身近なこととして捉えさせたい。グループ活動に関しては，クラスの半数以上が好意的に受け止め

ており，他の考えを知ることができることや分からないところを教え合うことの良さに関心を持ってい

る。一方で，グループ活動に対して不安を抱いている生徒もいるので，グループ編成や声掛けを工夫し

ながら，生徒たちが主体的に学習に取り組めるようにしたい。 

 

(3) 指導観  

遺伝子は細胞内でのミクロレベルの現象であるため，実際に目にすることができない。このような

内容を学習する場合，知識伝達型の一方的な講義形式の授業形態になりやすい。そこで，主体的に学習

に取り組む姿勢や，他者に対して分かりやすく自分の言葉で説明する表現力を養うことを目的に，クラ

スの仲間と教え合う対話的活動を取り入れることにした。本単元の全授業において，活動がスムーズに

進むように，学習内容に関する課題を記載したワークシートを用意し，その課題に対して，まず生徒自

らが考えを出し，自分の言葉で説明することを意識させ，科学的な考え方を踏まえた表現力を身に付け

させたいと考えている。その後，発表する場面を設定し，思考力，判断力，表現力を高めさせたい。各

時の授業のまとめではリフレクション・シートで学習を振り返らせることで，学習内容の理解を確認さ

せ，自分の言葉で科学的に説明できる力を身に付けさせる。第 10 時では，様々な個体からＤＮＡを抽

出させ，その抽出量の違いについて探究させ，科学的な思考力を身に付けさせたい。 
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３ 単元の目標 

   ＤＮＡの構造を理解し，ＤＮＡが体細胞分裂の際に，複製され質・量ともに均等に分配されるこ

とにより，遺伝情報が伝えられることについて，観察・実験などを通して基本的な概念や原理・法

則の理解を深め，科学的な見方や考え方を養う。 

 

４ 単元の評価規準  

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

・ＤＮＡの性質や構造を，

ＤＮＡの研究史ととも

に理解しようとする。 

・体細胞分裂が行われる際

に，ＤＮＡが複製・分配

されて遺伝情報の同一

性が保たれることを理

解しようとする。 

・ＤＮＡの性質や構造を科

学的に考察している。 

・ＤＮＡの複製から分配ま

でを考察している。 

・生物の組織からＤＮＡを

抽出する技能を習得して

いる。 

・体細胞分裂を観察する技

能を習得している。 

・ＤＮＡが二重らせん構造

であること，そのため，

２本鎖の塩基配列は相

補的であることを理解

している。 

・体細胞分裂が行われる際

に，遺伝情報の統一性が

保たれることを理解して

いる。 

 

５ 指導と評価の計画（全 11時間 本時９/11時間）     

時 学習内容 学習活動 対話的活動 ねらい 
評価の観点 

評価規準 評価方法 
関 思 技 知 

１ 

ゲノムと遺

伝子 

 

染色体，遺伝

子，ＤＮＡ，

ゲノムにつ

いて，各自で

確認する。 

確認したこ

とをグルー

プのメンバ

ーに自分な

りに説明す

る。 

自分の考え

をグループ

で話し合い，

自分の言葉

でまとめる。 

染色体，遺伝

子，ＤＮＡ，ゲ

ノムについて

の関心を持つ。 

染色体，遺伝

子，ＤＮＡ，ゲ

ノムについて

関連付けて理

解する。 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

染色体，遺伝子，Ｄ

ＮＡ，ゲノムにつ

いての関心を持っ

ている。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 
   

○ 

染色体，遺伝子，Ｄ

ＮＡゲノムについ

ての，基本的な知

識が身に付けてい

る。 

２ 

ＤＮＡ研究

の歴史① 

 

グリフィス

の実験につ

いて，各自で

確認する。 

確認したこ

とをグルー

プのメンバ

ーに自分な

りに説明す

る。 

ネズミの体

内で起きて

いることを

グループで

話し合い，自

分の言葉で

まとめる。 

形質転換につ

いて考察し，研

究史とともに

理解する。 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

形質転換につい

て，基本的な知識

を身に付けてい

る。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 

 

 

 

○ 

  

 

形質転換とはどの

ようなものか考察

し，グループでの

活動を踏まえて導

き出した考えを表

現している。 

３ 

ＤＮＡ研究

の歴史 

② 

 

 

エイブリー

らが行った

実験につい

て確認する。 

確認した内

シャーレの

中で起きて

いることを

グループで

話し合い，自

エイブリーら

が行った実験

について，グル

ープでの活動

を踏まえて理

  

 

 

○ 

形質転換を行う物

質がＤＮＡである

ことを理解してい

る。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 
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 容について，

グループ内

で説明し合

う。 

分の言葉で

まとめる。 

解し，学習内容

を自分なりの

根拠を持って

表現する。 

 

○ 

 

 

 エイブリーらが行

った実験の考察を

し，グループでの

活動を踏まえて導

き出した考えを科

学的に表現してい

る。 

 

 

４ 

ＤＮＡ研究

の歴史③ 

 

ハーシーと

チェイスの

実験に関す

る課題につ

いて考察す

る。 

考察した内

容について，

グループ内

で説明し合

う。 

ハーシーと

チェイスの

実験の過程

をグループ

で話し合い，

自分の言葉

でまとめる。 

ハーシーとチ

ェイスが行っ

た実験につい

て，グループで

の活動を踏ま

えて理解し，学

習内容を自分

なりの根拠を

持って表現す

る。 

 

 

○ 

  ハーシーとチェイ

スの実験について

考察し，導き出し

た考えを科学的に

表現している。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 

   

○ 

ファージの生活環

について基本的な

知識が身に付けて

いる。 

５ 

ＤＮＡの構

造① 

 

ＤＮＡの構

造について，

各自で確認

する。 

確認したこ

とをグルー

プのメンバ

ーに自分な

りに説明す

る。 

ＤＮＡの構

造について

疑問に感じ

たことをグ

ループで話

し合い，自分

の言葉でま

とめる。 

ＤＮＡの構造

について，グル

ープでの活動

を踏まえて理

解し，学習内容

を自分なりの

根拠を持って

表現する。 

 
 

 

 

 
○ 

ＤＮＡの構造につ

いて，基本的な知

識を身に付けてい

る。 

課題に対す

る記述内容 

 ○   

ＤＮＡの構造につ

いて考察し，課題

に対して導き出し

た考えを表現して

いる。 

６ 

ＤＮＡの構

造② 

 

ＤＮＡの紙

模型を，グル

ープのメン

バーと協力

しながら作

成する。 

 

 

模型を作成す

ることによっ

て，ＤＮＡの構

造について関

心を持ち，理解

を深める。 

 

○    

ＤＮＡの構造につ

いて関心を持ち，

理解しようとして

いる。 

作成した模

型のパフォ

ーマンス評

価 

 

ルーブリッ

クによる自

己評価 

   ○ 

ＤＮＡの構造につ

いて，知識を身に

付けている。 

７ 

細胞分裂と

ＤＮＡ 

・細胞分裂 

体細胞分裂

の過程につ

いて，各自で

確認する。 

確認したこ

とをグルー

プのメンバ

ーに自分な

りに説明す

る。 

体細胞分裂

の過程につ

いてグルー

プで話し合

い，自分の言

葉でまとめ

る。 

体細胞分裂の

過程を理解し，

遺伝情報の同

一性が保たれ

ることを理解

し，学習内容を

自分なりの根

拠を持って表

現する。 

   ○ 

体細胞分裂が行わ

れる際に，遺伝情

報の同一性が保た

れることについ

て，理解している。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 

 ○   

体細胞分裂の過程

を順序立てて説明

している。 

８ 

細胞分裂と

ＤＮＡ 

・細胞分裂

のときの

ＤＮＡ 

体細胞内の

染色体につ

いての課題

に各自取り

組む。 

課題につい

てグループ

のメンバー

に自分なり

に説明する。 

体細胞内の

染色体数に

ついて，グル

ープで話し

合い，自分の

言葉でまと

める。 

ヒトの体細胞

内にある染色

体について知

識を身に付け，

学習内容を自

分なりの根拠

を持って表現

する。 

   ○ 

体細胞内の染色体

について，基本的

な知識を身に付け

ている。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 

 ○   

染色体に関する課

題について考察

し，課題に対して

導き出した考えを

表現している。 
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６ 本時 

(1) 目標 

・ＤＮＡの複製の仕組みについて生徒同士や生徒と教師との対話的活動を通して考察し，自分なりの

根拠を持って説明することができる。                  【思考・判断・表現】 

  ・ＤＮＡの複製の仕組みについて理解する。                   【知識・理解】 

 

 (2) 展開  

 

過

程 
学習活動 指導上の留意点 

評価規準 

（評価方法等） 

導

入 

１ 本時の目標と学習内容を知る。 

・リフレクション・シートに目標を記

入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・本時の学習内容を確認する。 

 

 

・本時の学習に見通しを持って取

り組むことができるように，以

下の目標を電子黒板で示し，簡

潔に説明する。 

 

 

 

 

 

 

・間期で起きていることを復習し

ながら，本時の学習内容につい

て電子黒板を使って説明する。 

 

９ 

 

本

時 

細胞分裂と

ＤＮＡ 

・細胞周期

とＤＮＡ

量の変化 

ＤＮＡ模型

を使って，Ｄ

ＮＡの複製

の仕組みを

グループで

考察し，クラ

スで発表す

る。 

ＤＮＡの複

製の仕組み

についてグ

ループで話

し合い，自分

の言葉でま

とめる。 

模型を使って

分子レベルで

の複製の仕組

みを理解し，学

習内容を自分

なりの根拠を

持って表現す

る。 

 ○   

ＤＮＡの複製の仕

組みについて，自

分なりの根拠を持

って説明してい

る。 

ワークシー

ト，リフレ

クション・

シートの記

述内容 

   ○ 

ＤＮＡの複製の仕

組みについて，理

解している。 

10 

探究活動 

・ＤＮＡの

抽出実験 

いろいろな

試料からＤ

ＮＡの抽出

を行い，グル

ープで結果

を考察する。 

実験結果に

ついてグル

ープでまと

め，クラスで

話し合う。 

ＤＮＡを抽出

する技能を習

得し，実験結果

を科学的に考

察し，新たな問

題を発見して

解決する力を

身に付ける。 

 ○ 
 

 
 

実験結果から考察

し，次の検証方法

を見いだしてい

る。 

行動観察 

 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ

の記述内容 

  ○  

ＤＮＡを抽出する

技能を習得してい

る。 

11 

体細胞分裂

の観察 

ネギの根端

分裂細胞を，

顕微鏡を使

って観察す

る。 

 体細胞分裂を

観察する技能

を身に付ける。   ○  

体細胞分裂を観察

する技能を習得し

ている。 

行動観察 

 

実験ﾚﾎﾟｰﾄ

の記述内容 

学習目標：「ＤＮＡの複製の仕組みについて理解し，自分の言葉で説明

できるようになる。」 

態度目標：「話す、質問する、説明する、動く、チームで協力する、チ

ームに貢献する」 

 

…対話的活動 …評価（Ａ…十分達成  Ｂ…おおむね達成  ★…達成不十分な生徒への支援） 
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展

開 

２ ミッション１に取り組む。 

（個人⇒グループ） 

 

 

 

 

・個人で解いた後，グループで答え合

わせをする。 

 

 

・細胞周期についての説明を聞く。 

 

 

３ ミッション２に取り組む。 

（個人⇒グループ⇒全体） 

 

 

 

 

 

 

自分の考え持つ 

↓ 

グループでの活動 

↓ 

再考・再構築 

↓ 

表出 

 

・個人で考える。 

・グループで考えを１つにまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・代表のグループの発表を聞く。 

 

 

 

 

 

 

・ＤＮＡの複製の仕組みを自分の言葉

でまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

・集中して考えさせるために，時

間を意識して活動できるように

する。 

 

・ミッション１の解説をしながら

細胞周期について説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・活動の説明をする。 

・対話的活動をスムーズに行うこ

とができるように，活動の流れ

を提示する。 

 

 

 

 

・グループ活動が滞っている場合

は、本時の態度目標を振り返ら

せる。 

・グループの考えをワークシート

③に記述するように指示する。 

・考えがまとまったグループは，

教師に答えを伝えに来るように

指示する。 

・必要に応じて、ＤＮＡの構造に

着目するように声掛けをする。 

 

・分からない場合は，他のグルー

プの様子を見に行っても良いこ

とを伝える。 

 

・発表を聞き，分からないところ

は質問をさせる。 

 

・分かりやすくまとめるように指

示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○【思考・判断・表現】 

（ワークシートの記述） 

 

 

 

・ミッション２が早く終わったグルー

プは，ミッション３に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ミッション３（発展問題） 

ＤＮＡ量の変化を表した下のグラフについて，模型を使って①～③

の部分で何が起こっているか，説明しなさい。 

① グラフが上がっているところ。 

② グラフが平らなところ。 

③ グラフが下がっているところ。 

ミッション２ 

教科書に「Ｓ期では，塩基の相補性に基づいて，もとのＤＮＡと同じ

塩基配列をもつＤＮＡが正確に複製される」とあるが，どういうこと

か。ＤＮＡの紙模型を使って，複製の仕組みを説明しなさい。 

 

ミッション１ 

教科書を読んで，次の文の空欄を埋めなさい。 

 

 

Ａ：Ｂの記述に加え，自分なりの

解釈を加えて記述してい

る。 

Ｂ：ＤＮＡの複製の仕組みにつ

いてグループ内でまとめた

内容を記述している。  

★：教科書の記載事項を示しな

がら，教師の発問によって

気付きを引き出し，それを

記述させる。 
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ま 

と 

め 

４ 本時の振り返りをする。 

・リフレクション・シートに記入する。 

 

・本時の目標がどれだけ達成でき

たかを確認するために，リフレ

クション・シートに記入させる。 

○【知識・理解】 

(リフレクション・シート) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ：ＤＮＡの複製の仕組みにつ

いて正確に記述している。  

Ｂ： 本時の学習内容について，自分な

りに記述している。 

★： 本時のワークシートの記述内容を

確認させ，本時の学習内容を想起

させる。 


